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第
3
章
　 

書
状
に
見
る 

　
　
岩
出
山
伊
達
家
と
京
都
冷
泉
家
の
交
際

菊
　
地
　
優
　
子

一
　
は
じ
め
に

　

平
成
二
十
四
年
度
の
岩
出
山
古
文
書
を
読
む
会
の
中
級
演
習
の
テ
キ
ス
ト
「
国
井
家
由
緒
書
上
并
代
々

記
録
」
の
中
に
、
筆
者
の
国
井
喜
哉
一
行
が
京
都
冷
泉
家
を
訪
問
す
る
く
だ
り
が
あ
る
。
冷
泉
家
は
平
安

時
代
よ
り
の
「
和
歌
の
家
」
と
し
て
伝
統
を
伝
え
る
旧
公
家
の
家
と
し
て
知
ら
れ
て
い
る
。
江
戸
時
代
に
、

そ
の
冷
泉
家
か
ら
岩
出
山
邑
主
伊
達
家
に
息
女
が
お
輿
入
れ
を
さ
れ
た
こ
と
で
、
両
家
は
遠
い
国
の
特
別

な
親
戚
と
し
て
親
し
く
交
際
を
続
け
て
い
た
。（
図
１
）

　

そ
の
歴
史
的
な
縁
を
基
に
し
て
か
つ
て
の
合
併
前
の
岩
出
山
町
は
「
伊
達
な
小
京
都
」
を
標
榜
し
、
観

光
の
ひ
と
つ
の
柱
に
し
て
い
た
。
町
の
中
を
歩
い
て
み
て
も
さ
ほ
ど
京
都
っ
ぽ
い
風
情
は
無
い
が
、
い
ろ

い
ろ
な
「
京
都
ゆ
か
り
」
に
出
会
う
こ
と
が
あ
る
。
例
え
ば
、「
岩
出
山
竹
工
芸
館
」
を
見
学
す
る
と
「
岩

出
山
の
竹
工
芸
は
、
そ
の
昔
岩
出
山
の
四
代
の
殿
さ
ま
が
奥
方
の
実
家
の
京
都
へ
行
っ
た
際
に
、
貴
族
が

竹
細
工
の
手
内
職
を
し
て
い
る
の
を
見
て
ヒ
ン
ト
を
得
て
帰
り
、
岩
出
山
に
豊
富
に
あ
る
篠
竹
を
用
い
た

竹
細
工
作
り
を
考
案
、
奨
励
し
た
の
が
始
ま
り
で
す
」
と
い
う
よ
う
な
由
緒
を
説
明
し
て
く
れ
る
。
ま
た
、
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図１　冷泉家と岩出山伊達家略系図
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岩
出
山
を
代
表
す
る
伝
統
の
味
「
酒
ま
ん
ぢ
う
」
の
ラ
ベ
ル
に
も
「
享
保
二
（
一
七
一
七
）
年
創
業
」
と

あ
り
、
先
祖
太
右
衛
門
は
大
坂
天
満
宮
の
菓
子
職
人
だ
っ
た
が
、
岩
出
山
城
主
四
代
村
泰
が
京
都
冷
泉
家

を
訪
問
し
た
帰
途
に
伴
わ
れ
て
岩
出
山
に
来
て
花
山
の
姓
を
賜
っ
た
、
こ
と
が
記
さ
れ
て
あ
る
。
ま
た
、

「
国
指
定
史
跡
旧
有
備
館
及
び
庭
園
」
で
邸
内
散
策
を
楽
し
ん
で
い
る
と
樹
齢
三
百
年
と
書
か
れ
た
山
桜

の
説
明
板
に
は
「
作
庭
の
記
念
樹
と
し
て
京
都
冷
泉
家
か
ら
贈
ら
れ
た
吉
野
の
桜
と
言
わ
れ
て
い
る
」
と

い
う
立
て
札
が
目
に
飛
び
込
ん
で
来
る
。
さ
ら
に
町
民
の
中
に
は
冷
泉
家
か
ら
頂
戴
し
た
和
歌
の
色
紙
や

短
冊
を
家
宝
と
し
て
い
る
御
宅
も
あ
り
、
祖
先
は
冷
泉
家
の
姫
に
付
き
従
っ
て
岩
出
山
に
来
た
、
と
家
の

由
緒
を
語
っ
て
く
れ
る
人
も
い
る
。
そ
れ
ぞ
れ
の
「
京
都
ゆ
か
り
」
の
真
偽
の
ほ
ど
は
と
も
か
く
、
確
か

に
京
都
と
の
歴
史
的
な
つ
な
が
り
を
さ
ま
ざ
ま
な
形
で
語
り
伝
え
て
き
た
町
な
の
で
あ
る
。

　

平
成
二
十
一
年
に
「
国
指
定
史
跡
旧
有
備
館
及
び
庭
園
」
の
展
示
ブ
ー
ス
を
会
場
に
し
て
、
大
崎
市
教

育
委
員
会
主
催
の
「
書
状
に
見
る
京
都
冷
泉
家
と
岩
出
山
伊
達
家
の
縁
」
と
い
う
企
画
展
が
催
さ
れ
た
。

そ
の
展
示
会
は
、
大
崎
市
教
育
委
員
会
所
蔵
資
料
を
始
め
、
岩
出
山
伊
達
家
な
ど
個
人
が
所
蔵
さ
れ
る
冷

泉
家
書
状
を
集
め
て
展
示
し
、
書
状
か
ら
読
み
取
れ
る
両
家
の
縁
を
紹
介
す
る
と
い
う
内
容
で
行
わ
れ

た
。
特
に
、
市
教
育
委
員
会
に
寄
贈
さ
れ
た
「
冷
泉
家
書
状
」（「
齋
藤
庄
五
郎
屋
文
書
」）
の
一
般
公
開

も
兼
ね
て
行
わ
れ
た
も
の
で
あ
る
。
私
は
こ
の
企
画
展
の
企
画
構
成
・
解
説
を
担
当
し
、
ま
た
「
京
都
冷

泉
家
と
岩
出
山
伊
達
家
の
縁
」
と
題
し
た
基
調
講
演
も
行
っ
た
が
、
内
容
は
資
料
紹
介
の
程
度
で
あ
ま
り

ま
と
ま
り
の
あ
る
も
の
で
は
な
か
っ
た
。

　

本
稿
は
こ
の
展
示
会
で
展
示
し
た
資
料
を
中
心
と
し
て
、
基
調
講
演
で
の
発
表
に
新
た
な
考
察
を
加
え

な
が
ら
論
を
ま
と
め
る
こ
と
と
す
る
。
資
料
と
し
て
の
書
状
（
手
紙
）
は
、
そ
の
性
格
上
往
復
一
対
と

な
っ
て
意
味
が
解
る
も
の
。
本
稿
で
扱
う
書
状
は
主
に
岩
出
山
か
ら
の
贈
り
物
に
対
す
る
返
信
で
あ
り
、



44

こ
の
こ
と
に
よ
っ
て
明
ら
か
に
で
き
る
こ
と
に
は
限
界
が
あ
ろ
う
。
し
か
し
、
み
ち
の
く
に
娘
を
嫁
が
せ

た
京
都
の
公
家
と
、
公
家
の
姫
を
迎
え
た
地
方
武
家
の
岩
出
山
伊
達
家
と
の
交
際
の
事
例
紹
介
と
い
う
点

で
は
幾
ら
か
の
意
義
は
あ
る
の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。
交
際
の
相
手
で
あ
る
京
都
冷
泉
家
の
歴
史
に
つ
い

て
は
門
外
漢
で
あ
る
た
め
、﹃
京
都
冷
泉
家
の
八
百
年（

（
（

﹄
な
ど
の
研
究
書
や
解
説
書
を
参
考
に
さ
せ
て
い

た
だ
い
た
。
し
か
し
、
冷
泉
家
の
歴
史
研
究
は
古
代
中
世
か
ら
始
ま
り
、
近
世
の
資
料
が
解
明
さ
れ
る
の

は
ま
だ
ま
だ
先
の
こ
と
と
お
聞
き
し
た
。
本
稿
が
冷
泉
家
側
の
研
究
に
先
行
す
る
こ
と
と
な
っ
た
が
、
浅

学
に
よ
る
理
解
不
足
の
点
は
ご
容
赦
い
た
だ
き
た
い
。

二
　
岩
出
山
伊
達
家
の
歴
史
概
略

　

岩
出
山
伊
達
氏
は
、
家
格
一
門
、
要
害
拝
領
、
知
行
高
一
万
四
六
〇
〇
石
余
の
仙
台
藩
家
臣
で
あ
る
。

初
代
三
河
守
宗
泰
（
一
六
〇
二
～
一
六
三
八
）
は
伊
達
政
宗
の
四
男
で
、
政
宗
が
治
府
を
仙
台
へ
移
し
た

後
数
え
年
二
歳
で
岩
出
山
を
拝
領
し
て
い
る
（
以
下
、
岩
出
山
伊
達
家
の
歴
史
に
つ
い
て
は
﹃
岩
出
山
町

史　

通
史
編
・
上
巻
﹄
を
も
と
に
概
略
す
る
）。
長
じ
て
は
兄
で
二
代
藩
主
の
忠
宗
と
と
も
に
江
戸
に
過

ご
す
こ
と
が
多
く
、�

江
戸
に
お
い
て
従
五
位
下
に
叙
任
、
諸
大
夫
を
仰
せ
付
け
ら
れ
、
加
え
て
五
万
石
の

大
名
並
の
身
分
に
取
り
立
て
ら
れ
た
こ
と
が
伝
え
ら
れ
て
い
る
。
宗
泰
は
江
戸
滞
在
中
の
寛
永
十
五
年

（
一
六
三
八
）
十
二
月
二
十
三
日
に
三
七
歳
で
没
し
た
。
正
室
は
水
沢
邑
主
伊
達
武
蔵
宗
利
の
長
女
で
あ

る
。
慶
安
二
年
（
一
六
四
九
）
十
月
二
十
四
日
、
四
二
歳
で
没
し
、
法
名
は
池
照
院
殿
花
嶽
妙
蓮
で
あ

る
。

　

二
代
宗
敏
（
一
六
二
五
～
一
六
七
八
）
は
宗
泰
の
次
男
で
あ
っ
た
が
、
父
が
江
戸
で
病
死
し
た
時
兄
右

（
（
）
巻
末
参
考
文
献
参
照
。
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京
が
既
に
夭
折
し
て
い
た
た
め
十
五
歳
で
家
督
を
継
ぎ
、
初
め
て
一
門
に
列
せ
ら
れ
た
。
幼
名
を
千
代

松
、
の
ち
和
泉
、
弾
正
と
称
し
た
。
宗
敏
以
後
の
代
々
の
当
主
は
、「
弾
正
」
の
呼
称
を
用
い
て
い
る
。

宗
敏
は
治
世
中
に
岩
出
山
の
居
館
・
仙
台
屋
敷
の
造
営
、
鎮
守
八
幡
神
社
の
修
造
、
射
場
や
馬
場
の
造

成
、
館
下
町
の
整
備
を
す
る
な
ど
近
世
岩
出
山
の
基
礎
を
築
い
た
。
延
宝
五
年
（
一
六
七
七
）
に
は
居
館

の
北
側
に
隠
居
所
を
建
て
、
翌
年
に
嫡
子
宗
親
に
家
督
を
譲
っ
て
隠
居
生
活
に
入
っ
た
。
平
成
二
十
三
年

の
大
震
災
に
よ
っ
て
倒
壊
し
た
「
旧
有
備
館
主
屋
」
が
こ
の
時
に
建
築
さ
れ
た
宗
敏
の
隠
居
屋
敷
だ
と
考

え
ら
れ
て
い
る
。
宗
敏
の
妻
は
角
田
邑
主
石
川
宗
弘
の
娘
鶴
千
代
（「
石
川
家
譜
」
で
は
千
代
鶴（

（
（

）。
鶴
千

代
の
母
は
伊
達
政
宗
の
二
女
牟
宇
姫
（
一
六
〇
六
～
一
六
八
三
）
で
あ
っ
た
か
ら
夫
婦
と
も
に
政
宗
の
孫

同
士
で
あ
っ
た
（
図
（
）。

　

三
代
宗
親
（
一
六
五
一
～
一
七
二
一
）
は
、
慶
安
四
年
（
一
六
五
一
）
十
二
月
二
十
五
日
岩
出
山
で
生

ま
れ
、
大
力
と
称
し
、
の
ち
壱
岐
・
若
狭
・
大
膳
・
弾
正
・
内
蔵
な
ど
と
称
し
た
。
明
暦
三
年
（
一
六
五
七
）

七
月
九
日
わ
ず
か
七
歳
で
元
服
、
忠
宗
の
一
字
を
拝
領
し
て
宗
親
と
称
し
た
。
宗
親
は
、
元
服
後
間
も
な

く
当
時
の
幕
府
の
政
策
の
一
つ
で
あ
る
証
人
制
度
に
よ
っ
て
江
戸
へ
赴
き
、
万
治
元
年
（
一
六
五
八
）
四

代
将
軍
家
綱
に
拝
謁
、
三
月
に
帰
国
し
た
。
そ
の
後
、
万
治
三
年
か
ら
寛
文
元
年
（
一
六
六
一
）
ま
で
、

さ
ら
に
寛
文
四
年
に
証
人
と
し
て
江
戸
に
向
い
、
翌
年
制
度
の
廃
止
に
よ
っ
て
帰
国
し
た
。
延
宝
三
年

（
一
六
七
五
）
一
二
月
二
五
日
、
冷
泉
三
位
為
清
卿
の
娘
於
妻
姫
と
祝
言
を
上
げ
た
。
宝
永
二
年
（
一
七�

〇
五
）
秋
に
は
、
居
館
の
敷
地
内
に
別
荘
を
造
っ
て
移
り
住
ん
だ
こ
と
か
ら
「
御
内
館
様
」
と
呼
ば
れ

た
。
宝
永
六
年
（
一
七
〇
九
）
九
月
一
九
日
に
隠
居
し
、
翌
年
呼
称
を
内く

ら蔵
と
改
め
、
享
保
元
年
（
一
七�

一
六
）
八
月
九
日
に
は
八
代
将
軍
吉
宗
の｢

宗｣

の
字
を
避
け
る
た
め
敏
親
と
改
め
た
。
夫
人
於
妻
姫
は
、

享
保
二
十
一
年
（
元
文
元
）
に
七
九
歳
で
没
し
た
。
謚
は
安
養
院
殿
興
巌
壽
盛
と
言
う
。

（
（
）�

こ
の
こ
と
に
つ
い
て
、
前
仙
台
市
博
物
館
長
の
佐
藤
憲
一
氏

か
ら
、
石
川
家
に
残
る
五
郎
八
姫
（
伊
達
政
宗
長
女
）
か
ら

牟
宇
姫
宛
の
手
紙
で
は
「
千
代
鶴
」
と
書
い
て
あ
る
こ
と
か

ら
「
千
代
鶴
」
が
正
し
い
、
と
の
御
教
示
を
い
た
だ
い
た
。
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図 （　石川氏と岩出山伊達氏の血縁関係図（『岩出山町史　通史編・上巻』より）
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宗
親
夫
婦
に
は
子
供
が
無
か
っ
た
た
め
、
涌
谷
伊
達
家
宗
元
の
四
男
孫
吉
を
養
子
に
迎
え
た
。
孫
吉
の

母
親
は
宗
敏
の
娘
鶴
松
で
、
宗
親
に
と
っ
て
孫
吉
は
甥
に
あ
た
る
。
孫
吉
、
改
め
宗
明
は
、
一
七
歳
で
元

服
す
る
と
藩
主
の
一
字
を
拝
領
し
て
主
馬
村
泰
（
一
六
八
三
～
一
七
三
一
）
と
称
し
た
。
四
代
村
泰
は
、

武
術
で
は
宝
蔵
院
流
十
文
字
槍
を
養
父
宗
親
に
、
三
富
流
太
刀
を
家
中
村
山
権
右
衛
門
与
清
に
学
び
、
学

問
で
は
遊
佐
木
斎
に
入
門
、
佐
久
間
洞
巌
を
招
い
て
論
語
の
講
義
を
聞
く
な
ど
、
文
武
に
秀
で
た
邑
主
で

あ
っ
た
。

　

一
〇
代
邦
直
（
一
八
三
五
～
一
八
九
一
）
は
、
弘
化
三
年
（
一
八
四
六
）
に
祖
父
・
父
が
相
次
い
で
亡

く
な
っ
た
た
め
一
三
歳
で
家
を
継
ぎ
、
翌
年
三
月
十
五
日
元
服
、
一
三
代
藩
主
慶
邦
の
一
字
を
拝
領
し

て
、
弾
正
邦
直
と
名
乗
っ
た
。
邦
直
は
、
慶
応
四
年
（
明
治
元
年
・
一
八
六
八
）
の
戊
辰
戦
争
の
敗
戦
に

よ
っ
て
大
幅
に
禄
を
減
ら
さ
れ
、
七
百
余
名
の
家
臣
を
養
う
こ
と
が
で
き
な
く
な
り
、
家
臣
団
は
解
体
、

全
員
無
禄
・
帰
農
と
な
っ
た
。
明
治
二
年
に
、
邦
直
は
政
府
に
対
し
「
北
海
道
開
拓
志
願
書
」
を
提
出
し

許
可
を
得
、
明
治
四
年
三
月
に
は
主
だ
っ
た
家
臣
を
伴
い
新
天
地
北
海
道
に
向
か
っ
て
旅
立
ち
、
苦
難
の

開
拓
事
業
の
末
に
石
狩
郡
当
別
町
を
築
き
上
げ
た
。
本
稿
の
中
で
「
当
別
伊
達
家
所
蔵
」
と
し
た
資
料
は

邦
直
の
直
系
子
孫
伊
達
直
宗
氏
が
所
蔵
さ
れ
る
資
料
で
、「
岩
出
山
伊
達
家
所
蔵
資
料
」
は
有
備
館
を
居

宅
と
し
た
邦
直
の
五
女
廉
の
子
孫
の
伊
達
宗
尚
氏
所
蔵
資
料
で
あ
る
。

三
　
冷
泉
家
と
岩
出
山
伊
達
家
、
代
を
重
ね
た
縁
組

　

三
代
宗
親
と
冷
泉
三
位
為
清
卿
の
娘
と
が
結
婚
に
い
た
る
経
緯
は
岩
出
山
伊
達
家
の
記
録
に
も
﹃
伊
達

治
家
記
録
﹄
に
も
見
ら
れ
な
い
た
め
、
な
ぜ
仙
台
藩
伊
達
家
の
家
臣
で
あ
る
岩
出
山
伊
達
家
が
公
家
の
姫
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と
結
婚
し
た
の
か
、
ど
の
よ
う
に
結
婚
の
手
続
き
が
行
わ
れ
、
輿
入
れ
は
ど
の
よ
う
な
も
の
だ
っ
た
の

か
、
興
味
深
い
問
題
だ
が
今
の
と
こ
ろ
ま
っ
た
く
不
明
で
あ
る
。「
今
の
と
こ
ろ
」
と
し
た
の
は
、
将
来

冷
泉
家
側
の
資
料
が
開
示
さ
れ
た
時
に
は
明
ら
か
に
な
る
可
能
性
が
あ
る
か
ら
で
あ
る
。

　

岩
出
山
伊
達
家
の
よ
う
な
大
名
の
家
臣
が
公
家
か
ら
妻
を
迎
え
る
こ
と
は
稀
の
こ
と
と
思
わ
れ
る
。
藩

内
で
の
例
と
し
て
、
伊
達
兵
部
宗
勝
の
嫡
男
宗
興
の
妻
が
姉
小
路
公
量
の
娘
で
あ
る
こ
と
、（
角
田
）
石

川
宗
弘
の
妻
が
水
無
瀬
権
中
納
言
の
娘
で
あ
る
こ
と
、
五
代
藩
主
吉
村
夫
人
（
久
我
氏
）
の
妹
が
吉
村
の

養
女
と
な
り
（
宮
床
）
伊
達
助
三
郎
村
胤
に
嫁
い
だ
こ
と
、（
松
山
）
茂
庭
性
元
が
藤
波
二
位
友
忠
の
息

女
と
結
婚
し
た
例
が
知
ら
れ
る
。
普
通
は
家
臣
同
士
の
結
婚
が
一
般
的
で
、
岩
出
山
伊
達
家
で
も
初
代
宗

泰
の
正
室
花
岳
院
（
一
門
の
水
沢
・
伊
達
宗
利
の
娘
）
以
後
冷
泉
家
の
息
女
以
外
は
一
門
同
士
の
婚
姻
で

あ
っ
た
。

　

宗
親
と
冷
泉
為
清
の
娘
と
の
結
婚
の
経
緯
に
つ
い
て
、
記
録
の
無
い
と
こ
ろ
で
の
推
察
を
試
み
る
と
、

大
名
の
家
臣
で
あ
る
岩
出
山
伊
達
家
か
ら
冷
泉
家
と
の
縁
を
望
ん
で
こ
と
を
進
め
た
と
は
考
え
に
く
い
。

有
力
な
武
家
と
の
縁
を
望
ん
だ
冷
泉
家
と
仙
台
藩
と
の
接
点
が
あ
っ
て
、
主
だ
っ
た
家
臣
の
中
か
ら
適
齢

期
の
宗
親
に
白
羽
の
矢
が
立
っ
た
、と
考
え
る
の
が
妥
当
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。
接
点
の
ひ
と
つ
と
し
て
、

政
宗
以
来
和
歌
を
愛
好
し
て
き
た
伊
達
家
の
伝
統
が
考
え
ら
れ
る
。
あ
る
い
は
宗
親
の
母
方
の
叔
父
石
川

宗
弘
の
結
婚
が
何
ら
か
の
影
響
を
も
た
ら
し
て
い
た
可
能
性
も
考
え
ら
れ
る
。
前
述
の
通
り
宗
弘
の
妻
が

公
家
の
水
無
瀬
中
納
言
の
息
女
で
あ
っ
た
こ
と
か
ら
、
同
じ
公
家
の
冷
泉
家
と
の
結
婚
を
石
川
家
が
仲
介

し
た
可
能
性
も
想
定
し
て
み
た
。

　

勝
手
な
想
像
で
恐
縮
だ
が
、
こ
の
宗
親
の
結
婚
に
つ
い
て
は
当
時
の
冷
泉
家
の
家
庭
の
事
情
も
一
つ
の

誘
因
に
な
っ
て
い
た
の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。
京
都
冷
泉
家
に
つ
い
て
は
説
明
す
る
ま
で
も
無
い
が
、
平
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安
・
鎌
倉
時
代
の
歌
人
で
歌
聖
と
仰
が
れ
た
藤
原
俊
成
・
定
家
を
祖
と
す
る
「
和
歌
（
う
た
）
の
家
」
と

し
て
宮
廷
行
事
の
伝
統
を
引
き
継
ぐ
「
年
中
行
事
」
を
今
も
行
っ
て
い
る
御
家
柄
で
あ
る
。
定
家
筆
の

「
古
今
和
歌
集
」
を
始
め
、
国
宝
五
件
、
重
要
文
化
財
四
十
七
件
の
指
定
文
化
財（

（
（

を
含
む
多
数
の
典
籍
類

は
、「
冷
泉
家
時
雨
亭
文
庫
」
と
し
て
継
承
保
存
さ
れ
て
い
る
。

　

長
い
冷
泉
家
の
歴
史
の
中
で
も
こ
れ
ら
の
文
化
財
が
散
逸
す
る
危
機
的
時
代
が
あ
っ
た
。
戦
国
時
代
末

期
か
ら
江
戸
初
期
に
か
け
て
、
茶
の
湯
の
普
及
に
伴
っ
て
、
権
力
者
・
文
化
人
の
間
で
古
筆
切
を
茶
掛
け

に
す
る
こ
と
が
流
行
す
る
と
、
冷
泉
家
の
貴
重
な
古
典
籍
は
特
に
収
集
を
希
望
す
る
大
名
な
ど
が
多
く
、

重
大
問
題
と
な
っ
た
。
散
逸
の
危
機
感
を
強
め
る
朝
廷
と
幕
府
に
よ
り
冷
泉
家
の
御
文
庫
は
封
印
さ
れ
、

そ
の
管
理
下
に
置
か
れ
る
こ
と
に
な
り
、
以
後
百
年
に
わ
た
り
、
冷
泉
家
の
当
主
で
あ
っ
て
も
、
自
由
に

御
文
庫
に
入
る
こ
と
は
で
き
な
い
時
代
が
続
い
た
の
で
あ
る
。
岩
出
山
伊
達
家
に
嫁
い
だ
於
妻
姫
の
父
冷

泉
家
十
二
代
為
清
（
一
六
三
一
～
一
六
六
八
）
の
時
代
は
ま
さ
に
先
祖
伝
来
の
典
籍
が
納
め
ら
れ
た
御
文

庫
が
勅
封
の
状
態
に
あ
っ
た
た
め
、
為
清
は
和
歌
の
精
進
に
は
励
ん
だ
も
の
の
、「
先
祖
伝
来
の
蔵
書
の

つ
ま
っ
た
自
家
の
蔵
に
入
る
こ
と
が
で
き
ず
、
和
歌
の
勉
強
が
思
う
よ
う
に
で
き
な
い
」
状
態
に
あ
っ

た（
（
（

。
こ
の
よ
う
に
「
和
歌
の
家
」
の
後
継
者
と
し
て
は
恵
ま
れ
な
い
環
境
の
な
か
で
為
清
は
三
八
歳
の
若

さ
で
亡
く
な
っ
て
い
る
の
で
、
岩
出
山
伊
達
家
と
の
縁
組
は
彼
の
没
後
に
決
ま
っ
た
こ
と
だ
っ
た
と
思
わ

れ
る
。
於
妻
の
輿
入
れ
の
時
に
は
五
歳
年
下
の
弟
為
綱
（
一
六
六
四
～
一
七
二
二
）
が
当
主
と
な
っ
て
い

た
が
、
小
倉
嘉
夫
氏
は
、「
こ
の
輿
入
れ
に
お
い
て
、
具
体
的
に
差
配
を
行
っ
て
い
た
と
想
像
さ
れ
る
の

は
、
為
清
未
亡
人
、
つ
ま
り
於
妻
の
母
で
あ
る
。」
と
述
べ
て
お
ら
れ
る（

（
（

。
於
妻
の
母
は
実
名
が
伝
わ
っ

て
い
な
い
よ
う
だ
が
、
夫
の
死
後
「
慶
寿
院
」
を
名
乗
っ
て
い
た
。
公
家
の
園
基
音
の
娘
で
、
姉
妹
に
あ

た
る
女
性
に
御
水
尾
天
皇
の
後
宮
に
入
っ
て
霊
元
天
皇
の
生
母
と
な
っ
た
国
子
が
い
る

（
（

（
図

。「
慶
寿
院
は
、

（
3
）�

指
定
件
数
は
平
成
二
十
五
年
の
も
の
。「（
公
財
）
冷
泉
家
時

雨
亭
文
庫
」
の
ご
教
示
に
よ
る
。

（
（
）�﹃
京
都
冷
泉
家
の
八
百
年
﹄（
巻
末
参
考
文
献
）「
第
3
章
冷

泉
家
の
歴
史
～
江
戸
か
ら
明
治
へ
」
小
倉
嘉
夫

（
（
）�﹃
広
報
い
わ
で
や
ま
町
史
編
纂
通
信
（（3
～
（（（
﹄（
岩
出
山
町

二
〇
〇
五
）
小
倉
嘉
夫
「
岩
出
山
と
冷
泉
家
」
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図 3　冷泉家略系図　（『冷泉家　歌の家の人々』より）
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父
親
を
亡
く
し
た
我
が
子
為
綱
の
和
歌
教
育
を
、
当
時
一
級
の
歌
人
で
あ
っ
た
中
院
通
茂
に
託
し
」
て
い

た
が
、
於
妻
の
入
輿
の
年
の
二
月
ま
で
中
院
通
茂
は
武
家
伝
奏
の
役
職
に
つ
い
て
い
た
こ
と
か
ら
、
小
倉

氏
は
同
書
の
中
で
冷
泉
家
と
伊
達
家
の
婚
姻
手
続
き
に
は
こ
の
中
院
通
茂
が
何
ら
か
の
形
で
関
わ
っ
て
い

た
の
で
は
な
い
か
、
と
推
察
し
て
い
る
。
ち
な
み
に
、
園
基
音
は
寛
永
三
年
（
一
六
二
四
）
八
月
二
十
一

日
に
伊
達
政
宗
が
権
中
納
言
に
任
ぜ
ら
れ
た
時
に
「
蔵
人
頭
左
近
衛
中
将
藤
原
基
音
」
と
し
て
宣
旨
に
関

わ
っ
て
い
た
人
物
（「
貞
山
公
治
家
記
録
」）
で
、
こ
れ
も
ま
た
何
か
し
ら
の
縁
と
感
じ
さ
せ
ら
れ
る
。　

　

い
ず
れ
に
し
ろ
、
慶
寿
院
、
中
院
通
茂
そ
し
て
歌
人
と
し
て
も
知
ら
れ
た
従
兄
弟
に
あ
た
る
霊
元
天
皇

（
上
皇
）
の
支
え
が
あ
っ
て
、
十
三
代
為
綱
は
和
歌
の
家
の
当
主
と
し
て
成
長
を
果
た
し
、
江
戸
時
代
の

冷
泉
家
の
基
盤
を
築
く
こ
と
が
で
き
た
の
で
あ
る
。
為
綱
の
晩
年
の
享
保
六
年
（
一
七
二
一
）
に
は
悲
願

の
御
文
庫
勅
封
が
解
か
れ
、
自
由
に
御
文
庫
の
古
典
籍
を
使
っ
て
勉
強
で
き
る
よ
う
に
な
っ
た
こ
と
か

ら
、
嫡
子
為
久
（
一
六
八
六
～
一
七
四
一
）
の
時
代
に
は
和
歌
の
家
と
し
て
の
繁
栄
を
見
る
よ
う
に
な
っ

た
。

　

岩
出
山
伊
達
家
に
慶
寿
院
か
ら
贈
ら
れ
た
美
し
い
色
紙
が
あ
る
。
包
紙
に
は
「
元
禄
十
四
年
（
一
七�

〇
一
）
五
月
二
十
九
日
母
公
様
よ
り
下
さ
れ
た
色
紙
」
と
あ
り
、

資
料
①
　
和
歌
色
紙

　
「
人
の�

親
の�　

心
は
や
み
に
あ
ら
ね
ど
も��

子
を
お
も
ふ
道
に�　

ま
よ
ひ
ぬ
る
か
な�

」

　

平
安
時
代
の
歌
人�

藤
原
兼
輔
が
詠
ん
だ
歌
で
、
古
来
よ
り
親
心
を
詠
ん
だ
歌
と
し
て
知
ら
れ
た
歌
だ

が
、
遠
い
み
ち
の
く
に
娘
を
嫁
が
せ
た
慶
寿
院
の
思
い
が
伝
わ
っ
て
く
る
色
紙
で
あ
る
。

園基音
国子（新広義門院）

霊元天皇
後水尾天皇

冷泉為清

慶寿院
為綱

伊達宗親 村泰
村緝

於妻

為久

伊世

図 （　天皇家・伊達家・冷泉家略系図（前掲、小倉嘉夫「岩出山と冷泉家」より）
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次
は
伊
達
家
に
残
る
一
通
の
手
紙
で
あ
る
。
包
紙
に
は
「
慶
寿
院
様
八
十
三
歳
之
御
筆
跡　

ご
返
事　

正
徳
三
年
七
月
」
と
あ
る
。

資
料
②
　
慶
寿
院
書
状
（
写
真
1
）

　

�

御
ふ
み　

た
ま
わ
り�
、�

御
う
れ
し
く
候
、�

い
よ

く�

御
そ
く
さ
い
の�

よ
し　

め
て
た
く�

そ
ん
し
候
、
こ
こ
も
と�

わ
が
身
も�　

そ
く
さ
い
に�

御
ざ
候
ま
　ゝ

御
こ
こ
ろ�

や
す
く
覚
し
め
し
候
、�

め
で
か
し
く�

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

け
い
し
ゅ
院�

く
ら
殿�

　
　

お
く
が
た

�

（
岩
出
山
伊
達
家
文
書
）

　

正
徳
三
年
（
一
七
一
三
）
七
月
に
慶
寿
院
は
八
十
三
歳
、
宗
親
は
隠
居
の
翌
年
、
宝
永
七
年
（
一
七�

一
〇
）
に
呼
称
を
弾
正
か
ら
内く

ら蔵
と
改
め
て
い
る
の
で
宛
名
の
「
く
ら
殿
」
は
宗
親
、「
お
く
が
た
」
は

写真 （　慶寿院書状
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夫
人
の
於
妻
、
後
の
安
養
院
で
あ
る
。
慶
寿
院
は
正
徳
四
年
に
亡
く
な
っ
て
い
る
か
ら
、
こ
の
書
状
は
亡

く
な
る
前
年
に
書
か
れ
た
手
紙
で
、
八
十
三
歳
の
高
齢
と
な
っ
て
も
や
は
り
み
ち
の
く
に
い
る
娘
の
こ
と

を
案
じ
て
い
た
の
だ
ろ
う
。
於
妻
か
ら
届
い
た
手
紙
に
安
堵
し
た
思
い
が
筆
跡
か
ら
伝
わ
っ
て
く
る
。

　

宗
親
と
於
妻
夫
婦
は
子
供
に
は
恵
ま
れ
な
か
っ
た
た
め
、
同
じ
く
一
門
の
涌
谷
伊
達
家
か
ら
、
宗
親
の

甥
（
姉
の
子
）
に
あ
た
る
孫
吉
（
後
、
主
馬
）
を
養
子
家
督
に
迎
え
て
い
た
。
そ
し
て
主
馬
の
結
婚
相
手

と
し
て
、
夫
人
の
実
家
冷
泉
家
か
ら
為
綱
の
娘
で
於
妻
に
と
っ
て
は
姪
に
あ
た
る
伊
世
姫
を
迎
え
た
い
と

の
願
い
書
が
仙
台
藩
を
通
じ
て
幕
府
に
提
出
さ
れ
た
。

資
料
③
　「
冷
泉
治
部
卿
娘
と
伊
達
主
馬
縁
組
願
に
つ
き
許
可
状
」（
写
真
2
）

　

元
禄
十
六
年
（
一
七
〇
三
）
八
月
二
三
日
、
先
に
願
い
出
て
い
た
冷
泉
治
部
卿
娘
伊
世
姫
と
松
平
陸
奥

守
家
来
伊
達
主
馬
（
四
代
村
泰
）
の
縁
組
願
に
対
し
幕
府
の
調
べ
が
済
み
、「
勝
手
次
第
に
申
し
合
わ
せ

候
様
」
と
許
可
が
仰
せ
渡
さ
れ
た
。
写
真
（
は
そ
の
申
渡
し
状
で
、
二
七
日
に
岩
出
山
伊
達
家
に
も
た
さ

れ
た
。
冷
泉
治
部
卿
は
冷
泉
家
十
三
代
当
主
為
綱
で
、
松
平
陸
奥
守
は
仙
台
藩
四
代
藩
主
綱
村
（
一
六�

五
九
～
一
七
一
九
）
で
あ
る
。
こ
の
件
に
つ
い
て
、「
伊
達
治
家
記
録
」
の
元
禄
十
六
年
八
月
十
一
日
の

項
に
、
藩
か
ら
の
願
書
の
写
が
収
録
さ
れ
て
い
る
。
こ
れ
に
よ
る
と
、
こ
の
縁
組
は
仙
台
藩
か
ら
幕
府
に

願
書
を
出
し
、
さ
ら
に
京
都
の
冷
泉
治
部
卿
（
為
綱
）
か
ら
も
娘
の
縁
組
と
い
う
こ
と
で
願
を
差
し
出
し

て
実
現
し
た
婚
約
で
あ
っ
た
こ
と
が
分
か
る
。

　

当
時
、
公
家
と
武
家
の
縁
組
に
は
幕
府
・
朝
廷
の
許
可
が
必
要
で
、
仙
台
藩
の
家
臣
と
い
う
立
場
の
岩

出
山
伊
達
家
が
公
家
と
縁
組
す
る
こ
と
は
異
例
の
こ
と
と
思
わ
れ
る
が
、
宗
親
夫
婦
に
嗣
子
が
無
か
っ
た

た
め
に
重
ね
て
冷
泉
家
と
の
縁
組
を
願
い
出
る
こ
と
に
な
っ
た
の
で
あ
る
。
宝
永
元
年
（
一
七
〇
四
）
八

写真 （　「冷泉治部卿娘と伊達主馬（四代村泰）縁組願につき許可状」（岩出山伊達家所蔵）
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月
一
七
日
に
岩
出
山
居
館
に
お
い
て
二
人
の
祝
儀
が
執
り
行
わ
れ
た
。
冷
泉
家
と
岩
出
山
伊
達
家
と
の
間

に
二
代
に
渡
る
縁
が
結
ば
れ
た
の
で
あ
る
。

　

代
を
重
ね
て
の
縁
組
は
、
岩
出
山
伊
達
家
と
冷
泉
家
の
縁
を
確
か
な
も
の
と
し
、
ま
た
京
都
の
文
化
を

み
ち
の
く
に
運
ぶ
こ
と
と
な
っ
た
。
於
妻
姫
の
輿
入
れ
の
時
に
は
、
父
為
清
が
既
に
他
界
し
て
お
り
、
少

年
当
主
の
為
綱
は
ま
だ
歌
人
と
し
て
の
地
位
が
築
け
て
い
な
い
時
期
だ
っ
た
の
で
、
冷
泉
家
直
筆
の
歌
書

な
ど
を
持
参
す
る
こ
と
が
で
き
な
か
っ
た
の
で
は
な
い
か
と
想
像
さ
れ
る
。
そ
れ
に
対
し
て
、
伊
世
姫
が

輿
入
れ
す
る
時
に
は
和
歌
の
家
と
し
て
名
を
成
し
た
冷
泉
家
に
相
応
し
い
調
度
品
や
衣
装
、
歌
書
や
歌
論

書
な
ど
が
調
え
ら
れ
、
華
や
か
な
行
列
の
中
で
持
参
さ
れ
た
も
の
だ
ろ
う
。
そ
の
婚
礼
の
様
子
の
一
部
も

書
き
残
さ
れ
た
史
料
が
見
つ
か
っ
て
い
な
い
こ
と
が
残
念
で
あ
る
。
し
か
し
、
今
当
別
伊
達
家
に
残
さ
れ

て
い
る
冷
泉
為
綱
筆
の
「
詠
歌
大
概
」、
有
備
館
茶
室
に
掛
け
ら
れ
て
い
た
と
い
う
茶
掛
け
（
古
筆
切
を

表
具
）、
為
久
筆
の
「
伊
勢
物
語
」
の
写
本
、
当
別
伊
達
記
念
館
に
展
示
さ
れ
て
い
る
婚
礼
衣
装
な
ど
か

ら
そ
の
状
況
の
一
部
を
垣
間
見
る
こ
と
が
で
き
る（

（
（

。
こ
の
う
ち
当
別
伊
達
家
所
蔵
の
「
詠
歌
之
大
概
」
は

藤
原
定
家
が
著
し
た
歌
論
書
「
詠
歌
大
概
」
を
元
禄
六
年
（
一
六
九
三
）
に
為
綱
が
書
写
し
た
一
巻
で
、

巻
末
に
「
羽
林
藤
原
為
綱
筆
」
と
署
名
が
あ
り
、
冷
泉
家
特
有
の
「
定
家
様
」
文
字
の
字
体
で
書
か
れ
て

い
な
が
ら
、
為
綱
独
自
の
個
性
も
あ
ふ
れ
た
筆
跡
に
注
目
で
き
る
。「
伊
勢
物
語
」
の
奥
書
に
は
「
宝
永

元
年
孟
秋
上
旬
書
之
羽
林
藤
原
為
久
」
と
あ
り
、
ま
さ
に
嫁
ぎ
行
く
妹
の
た
め
に
書
写
し
て
持
参
さ
せ
た

も
の
、
と
い
う
こ
と
が
わ
か
る
。

　

こ
の
村
泰
・
伊
世
の
婚
姻
以
後
冷
泉
家
は
、
岩
出
山
伊
達
家
に
と
っ
て
遠
く
の
大
切
な
親
戚
と
し
て
、

長
く
交
際
が
続
い
て
い
く
こ
と
に
な
る
。
次
は
於
妻
姫
の
弟
、
伊
世
姫
の
父
為
綱
か
ら
送
ら
れ
た
手
紙
二

通
で
あ
る
。

（
（
）�

筆
者
は
、
岩
出
山
町
史
編
さ
ん
の
調
査
と
し
て
、
平
成
十
一

年
に
実
見
さ
せ
て
い
た
だ
い
た
。
当
別
伊
達
家
が
所
蔵
さ
れ

る
こ
れ
ら
の
資
料
に
つ
い
て
、
冷
泉
為
人
著
「
冷
泉
家
・
蔵

番
も
の
が
た
り
」に
詳
し
い
記
述
が
あ
る
。
巻
末
参
考
文
献
。
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資
料
⑤
　「
冷
泉
為
綱
ヵ
書
状
」

　
　
（
翻
刻
）

　

�

六
月
十
一
日
芳
札
令
披
見
候
、
暑
気
之
節
候
へ
と
も
、
弥
何
茂
無
異
儀
御
入
候
由
、
珍
重
不
過
之
候
、

於
当
地
下
官
始
何
茂
堅
固
候
、
可
被
易
御
心
候
、
猶
重
而
心
事
可
申
述
候
、
恐
々
謹
言�

　

七
月
廿
四
日�

（
花冷
泉
為
綱押）�

　

伊
達
弾
正
殿�

　

尚
々
此
色
紙
六
歌
仙
二
通
地
欠
損
不
宜
候
へ
と
も
、
折
節
有
合
候
間
入
欠

　
　
（
書
き
下
し
）

　

�

六
月
十
一
日
の
芳
札
披
見
せ
し
め
候
、
暑
気
の
節
に
候
へ
ど
も
、
弥
何
も
異
儀
な
く
御
入
候
由
、
珍
重

に
こ
れ
を
過
ぎ
ず
候
、
当
地
に
お
い
て
下
官
始
め
何
も
堅
固
候
、
御
心
易
か
る
べ
く
候
、
な
お
重
て
心

事
申
し
述
ぶ
べ
く
候
、
恐
々
謹
言�

�　

七
月
廿
四
日�

（
花冷
泉
為
綱押）�

　

伊
達
弾
正
殿

　

な
お
な
お
此
色
紙
六
歌
仙
二
通
地
欠
損
宜
し
か
ら
ず
候
へ
ど
も
、
折
節
有
り
合
わ
せ
候
間
、
入
欠
損

�

（
齋
藤
庄
五
郎
屋
文
書

（
（
（

）

　

差
出
人
の
署
名
が
無
い
が
、
筆
跡
・
花
押
か
ら
冷
泉
為
綱
の
書
と
考
え
た
。「
六
月
十
一
日
の
芳
札
」

と
あ
る
こ
と
か
ら
、
伊
達
家
が
送
っ
た
暑
中
見
舞
い
へ
の
返
信
と
思
わ
れ
る
。
追
而
書
に
「
色
紙
」
と
あ

り
、
六
家
仙
の
色
紙
の
う
ち
二
通
を
岩
出
山
に
送
っ
た
の
だ
ろ
う
か
。

（
（
）�

庄
五
郎
子
孫
の
齋
藤
庄
悦
氏
に
よ
る
寄
贈
文
書
で
あ
る
。
以

下
、
資
料
に
所
蔵
者
名
の
無
い
も
の
は
、
こ
れ
に
同
じ
で
あ

る
。
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資
料
⑥
　「
冷
泉
為
綱
書
状
」（
写
真
3
、
4
）

　

�

去
正
月
廿
二
日
之
芳
書
披
覧
候
、
誠
新
春
之
御
慶
不
可
有
尽
期
候
、
弥
御
堅
固
に
何
茂
御
重
年
之
由
目

出
度
候
、
仍
而
御
祝
儀
と
し
て
御
目
六
之
通
贈
給
候
、
目
出
度
受
納
候
、
於
当
地
何
茂
無
別
条
令
越
年

候
、
可
被
易
御
心
候
、
尚
重
而
従
跡
可
申
入
候
也
、
恐
々
謹
言�

　

二
月
十
九
日�

為
綱

　
　

伊
達
弾
正
殿

　

�

尚
々
、
旧
冬
は
子
籠
鮭
・
焼
鮎
・
鳥
等
給
之
候
、
別
而
不
残
賞
翫
候
、
早
々
御
礼
可
申
入
候
処
に
何
角

と
打
過
及
延
引
候
、
御
同
氏
安
芸
殿
よ
り
も
如
例
年
御
祝
儀
給
候
令
満
足
候
事
、
先
頃
安
房
殿
よ
り
も

子
籠
鮭
給
候
、
是
又
令
祝
着
候
也
」

　
　
（
書
き
下
し
）

　

�

去
る
正
月
二
十
二
日
の
芳
書
披
覧
候
、
誠
に
新
春
の
御
慶
尽
期
有
る
べ
か
ら
ず
候
、
弥
御
堅
固
に
何
も

御
重
年
の
由
目
出
度
候
、
仍
て
、
御
祝
儀
と
し
て
御
目
六
（
目
録
）
の
通
り
贈
給
候
、
目
出
度
受
納
候
、

当
地
に
お
い
て
何
も
別
条
無
く
越
年
せ
し
め
候
、
御
心
易
か
る
べ
く
候
、
な
お
重
ね
て
、
跡
（
後
）
よ

り
申
入
れ
べ
く
候
也
、
恐
々
謹
言

　
　

二
月
十
九
日

　
　

伊
達
弾
正
殿�

為
綱

　

�

尚
々
、
旧
冬
は
子
籠
鮭
・
焼
鮎
・
鳥
な
ど
、
こ
れ
を
給
い
候
、
別
し
て
残
ら
ず
賞
翫
候
、
早
々
御
礼
申

し
入
れ
べ
く
候
処
に
、
何
角
と
打
ち
過
ぎ
、
延
引
に
及
び
候
、
御
同
氏
安
芸
殿
よ
り
も
例
年
の
如
く
御

祝
儀
給
い
候
、
満
足
せ
し
め
候
事
、
先
頃
安
房
殿
よ
り
も
子
籠
鮭
給
い
候
、
是
又
祝
着
せ
し
め
候
也

写真 3　「冷泉為綱書状」表
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（
須
江
充
宏
氏
所
蔵
文
書
）

　

宛
名
の
伊
達
弾
正
は
岩
出
山
伊
達
家
の
三
代
宗
親
と
考
え
た
。
伊
達
氏
が
送
っ
た
年
始
状
へ
の
返
答
状

で
、
昨
年
冬
に
伊
達
家
か
ら
子こ

ご
も
り
ざ
け

籠
鮭
や
焼
鮎
・
鳥
が
贈
ら
れ
た
こ
と
へ
の
御
礼
も
述
べ
ら
れ
て
い
る
。
鮭

や
鮎
は
当
時
の
仙
台
藩
の
主
な
産
物
の
ひ
と
つ
で
、
贈
答
品
と
し
て
も
定
番
だ
っ
た
（
後
述
）。
ま
た
、

伊
達
安
芸
・
安
房
か
ら
贈
り
物
が
あ
っ
た
こ
と
も
伝
え
て
い
る
が
、
同
氏
安
芸
は
仙
台
藩
一
門
涌
谷
伊
達

家
五
代
宗
元
（
一
六
四
二
～
一
七
一
二
）
と
思
わ
れ
る
。
宗
元
の
妻
は
岩
出
山
伊
達
家
二
代
宗
敏
の
娘
で
、

宗
親
の
姉
、
村
泰
の
母
で
あ
る
（
図
２
参
照
）。
安
房
は
、
同
じ
く
一
門
亘
理
伊
達
家
で
、
五
代
当
主
宗

氏
（
後
に
実
氏
と
改
名
・
一
六
五
四
～
一
七
一
七
）
で
あ
ろ
う
。
宗
氏
は
岩
出
山
伊
達
家
二
代
宗
敏
の
次

男
で
、
宗
親
の
弟
に
あ
た
る
。
ど
ち
ら
も
岩
出
山
伊
達
家
と
は
親
戚
関
係
に
あ
る
関
係
で
、
冷
泉
家
と
の

交
際
が
行
わ
れ
て
い
た
も
の
と
考
え
ら
れ
る
。

資
料
⑦
　「
冷
泉
三
位
・
冷
泉
前
中
納
言
書
状
」

　

�

能
登
殿
事
御
病
気
終
養
生
不
相
叶
、
八
日
死
去
之
段
令
承
知
驚
入
絶
言
語
候
、
御
愁
傷
察
入
候
、
御
悔

可
被
入
如
斯
候
也

　
　

八
月
七
日�
冷
泉
三
位　
　
　
（
花
押
）

　
　

伊
達
内
蔵
殿�
冷
泉
前
中
納
言　
（
花
押
）

　
　

伊
達
弾
正
殿

（
佐
藤
と
き
氏
所
蔵
文
書
）

写真 （　「冷泉為綱書状」裏



58

　

能
登
殿
は
、
宗
親
の
弟
で
亘
理
伊
達
氏
を
継
い
だ
伊
達
実
氏
（
初
め
宗
氏
）
の
こ
と
で
あ
る
。
実
氏
は

享
保
二
年
（
一
七
一
七
）
七
月
八
日
に
死
去
し
た
が
、
そ
の
報
を
聞
い
た
冷
泉
家
か
ら
寄
せ
ら
れ
た
悔
み

の
手
紙
で
あ
る
。
実
氏
は
通
称
を
安
房
か
ら
能
登
と
替
え
て
い
る
の
で
、
資
料
⑥
の
為
綱
書
状
の
安
房
と

同
一
人
物
で
あ
る
。
冷
泉
三
位
は
為
久
、
前
中
納
言
は
為
綱
と
思
わ
れ
る
。
伊
達
内
蔵
は
三
代
宗
親
（
当

時
は
敏
親
）、
弾
正
は
四
代
村
泰
で
あ
る
。

　

冷
泉
家
で
は
、
伊
世
姫
の
兄
十
四
代
為
久
の
時
に
待
望
の
御
文
庫
が
開
封
さ
れ
た
。
為
久
と
嫡
子
で

十
五
代
為
村
（
一
七
一
二
～
一
七
七
四
）
は
先
祖
伝
来
の
多
く
の
古
典
籍
を
調
査
・
点
検
し
、
一
冊
ず
つ

書
写
を
行
っ
た
。
為
久
は
武
家
伝
奏
に
任
ぜ
ら
れ
、
ま
た
歌
人
と
し
て
も
全
国
の
大
名
な
ど
が
入
門
す
る

よ
う
に
な
り
冷
泉
家
の
繁
栄
期
を
築
い
て
い
た
。
為
村
は
、
当
時
歌
人
と
し
て
名
声
を
博
し
て
い
た
霊
元

法
皇
か
ら
指
導
を
受
け
て
、
天
才
歌
人
と
呼
ば
れ
る
よ
う
に
な
り
、
全
国
に
多
く
の
門
人
を
か
か
え
る
よ

う
に
な
っ
た
。
為
久
・
為
村
父
子
の
と
き
、
冷
泉
家
は
和
歌
の
家
と
し
て
絶
頂
期
を
迎
え
た
の
で

あ
る
。

資
料
⑧
　「
冷
泉
為
久
位
牌
（
実
相
寺
）」（
写
真
5
）

　

岩
出
山
伊
達
家
の
位
牌
堂
に
は
為
久
の
位
牌
が
奉
納
さ
れ
て
い
る
。
為
久
の
没
後
に
伊
世
姫

（
清
鏡
院
）
が
兄
の
菩
提
を
弔
う
た
め
に
奉
納
し
た
も
の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。

資
料
⑨
　「
清
鏡
院
（
伊
世
姫
）
の
法
事
へ
の
贈
り
物
」（
写
真
6
）

　

為
村
の
弟
に
、
僧
籍
に
入
り
宥
證
と
称
し
た
人
物
が
い
た
。
清
鏡
院
が
没
し
た
寛
延
元
年
（
一
七
四�

八
）
の
頃
に
は
京
都
南
禅
寺
真
乗
院
の
住
職
を
つ
と
め
て
い
た
。
翌
二
年
、
叔
母
で
あ
る
清
鏡
院
の
大
祥

　
　
　
　
　
　
　
　
　

寛
保
改
元
辛
酉
年

平
等
心
院
殿
冷
泉
正
二
位
前
大
納
言
本
源
了
覚
大
禅
定
門　

神
儀

　
　
　
　
　
　
　
　
　

八
月
二
十
有
九
蓂

写真 （　�「冷泉為久位牌�
（伊達家位牌堂）」
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忌
（
三
回
忌
）
に
あ
た
り
、
宥
證
は
「
千
手
陀
羅
尼
」
の
経
典
一
巻
を
書
い
て
伊
達
家
に
贈
っ
た
。
経
典

の
軸
は
水
晶
製
と
い
う
。
写
真
（
は
経
典
を
納
め
て
い
る
上
箱
の
箱
書
で
、
伊
達
家
六
代
の
村
通
が
菩
提

寺
の
実
相
寺
に
奉
納
し
た
こ
と
を
記
し
て
い
る
。
伊
達
家
五
代
の
村
緝
（
一
七
〇
四
～
一
七
三
六
）
は
母

清
鏡
院
に
先
ん
じ
て
三
十
歳
で
没
し
て
お
り
、
清
鏡
院
が
没
し
た
と
き
に

は
孫
の
村
通
が
当
主
に
就
い
て
い
た
。�

（
実
相
寺
所
蔵
）

四
　
続
く
縁
・
広
が
る
交
際

　

村
泰
と
伊
世
姫
の
婚
姻
以
後
、
冷
泉
家
と
の
親
戚
付
き
合
い
は
深
ま
り
、
お
互
い
に
文
通
、
季
節
の
贈

答
な
ど
を
行
っ
て
い
る
。
宝
暦
三
（
一
七
五
三
）
年
に
は
為
綱
の
孫
為
村
が
前
年
の
二
月
に
従
二
位
に
叙

せ
ら
れ
た
こ
と
を
祝
い
伊
達
家
か
ら
進
物
を
送
り
、
同
七
年
に
は
為
村
が
民
部
卿
に
就
任
す
る
祝
い
と
し

て
家
臣
の
大
内
意
安
が
上
京
す
る
の
に
託
し
て
進
物
を
送
っ
て
い
る
。
文
久
二
（
一
八
六
二
）
年
に
は
、

伊
勢
神
宮
へ
の
代
参
と
兼
ね
て
、
冷
泉
家
（
二
十
代
為
理
）
に
も
使
者
を
遣
わ
し
て
お
り
、
交
際
は
幕
末

ま
で
続
け
ら
れ
て
い
た
。

　

京
都
か
ら
届
い
た
手
紙
の
中
に
は
、
冷
泉
家
ば
か
り
で
は
な
く
、
入
江
家
・
山
科
家
な
ど
の
公
家
か
ら

届
い
た
手
紙
も
確
認
さ
れ
る
。

資
料
⑩
　「
入
江
民
部
権
少
輔
よ
り
伊
達
弾
正
宛
書
状
」

　

�

如
来
年
始
之
嘉
儀
珍
重
存
候
、
御
一
家
康
安
之
旨
目
出
度
申
□
猶
当
地
も
一
類
中
無
事
超
歳
候
、
遠
境

に
達
預
御
忝
見
廻
申
候
義
ニ
奉
存
候
、
猶
重
而
慶
賀
可
申
承
候
、
御
用
繁
多
事
候
故
、
御
答
及
延
引

現
住
真
乗
院
権
僧
正
法
印
宥
證
、
故
正
二
位
権
大
納
言
冷
泉
為
久

卿
之
第
二
男
而
吾
祖
妣
藤
夫
人
之
甥
也
、
然
為
資
夫
人
之
冥
福
客

歳
手
書
此
千
手
陀
羅
尼
以
軸
之
以
筐
之
今
夏
遠
自
京
師
所
寄
贈
之

其
道
清
厚
不
可
以
言
矣
、
今
茲
寛
延
庚
午
秋
八
月
十
二
日
夫
人
大

祥
忌
辰
也
、
即
就
実
相
寺
拝
具
之
於
霊
前
云�

孫
男
藤
原
邨
通
誌

写真 （　�「宥證筆千手陀羅尼を�
入れた箱書」（実相寺）
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候
、
恐
々
謹
言

　
　

三
月
廿
八
日�

入
江
民
部
権
少
輔　

　
　

伊
達
弾
正
殿�

（
花
押
）　

　

差
し
出
し
人
は
入
江
民
部
権
少
輔
相
尚
（
一
六
五
五
～
一
七
一
六
）
と
思
わ
れ
る
。
冷
泉
家
九
代
為
満

（
一
五
五
九
～
一
六
一
九
）
の
次
男
為
賢
は
藤
谷
家
を
起
こ
し
て
藤
谷
為
賢
を
名
乗
っ
て
い
た
が（

（
（

、
そ
の

子
ど
も
た
ち
の
う
ち
嫡
子
為
條
は
藤
谷
家
を
継
ぎ
、
次
男
為
清
を
自
分
の
甥
で
病
気
が
ち
の
冷
泉
家
十
一

代
為
治
（
一
六
二
六
～
一
六
四
九
）
の
嗣
子
と
し
、
三
男
の
言
行
を
山
科
家
の
嗣
子
と
し
て
い
た
。
為
條

の
次
男
相
尚
は
長
く
断
絶
し
て
い
た
冷
泉
家
の
分
家
の
ひ
と
つ
入
江
家
を
貞
享
四
年
（
一
六
八
七
）
に
再

興
し
、
入
江
相
尚
を
名
乗
っ
て
い
た
。
相
尚
は
為
清
に
と
っ
て
は
甥
に
あ
た
り
、
や
は
り
歌
人
と
し
て
名

を
成
し
た
人
物
の
よ
う
で
あ
る
。
相
尚
は
元
禄
十
一
年
（
一
六
九
八
）
に
民
部
権
少
輔
を
名
乗
っ
て
い
る

の
で
手
紙
が
書
か
れ
た
の
も
そ
の
年
と
考
え
ら
れ
、
宛
名
の
伊
達
弾
正
は
三
代
宗
親
で
あ
る
。
ち
な
み
に

昭
和
天
皇
の
侍
従
長
を
務
め
た
入
江
相
政
氏
は
こ
の
子
孫
に
あ
た
る
。

資
料
⑪
　「
山
科
三
位
よ
り
伊
達
弾
正
宛
書
状
」

　

�

如
来
諭
新
暦
之
吉
慶
珍
重
申
納
候
、
弥
御
堅
安
ニ
御
重
歳
之
旨
目
出
度
候
、
此
方
無
異
義
加
年
申
事
ニ

候
、
猶
期
永
陽
之
時
候
、
恐
々
謹
言

　
　

正
月
廿
八
日�

山
科
三
位　
（
花
押
）　

　
　

伊
達
弾
正
殿

　
　
　
　
　
　
　

返
答

（
（
）
図
3
参
照
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�

尚
々
、
奥
方
様
ニ
も
御
無
事
ニ
御
超
年
之
旨
珍
重
ニ
候
、
冷
泉
治
部
卿
殿
・
慶
寿
院
殿
ニ
も
御
堅
固
ニ
而
御

越
年
之
事
ニ
候
間
、
可
被
安
御
心
之
旨
乍
慮
外
御
伝
へ
可
被
下
候
、
以
上

　

京
都
絵
図

（
（

（
図

を
見
る
と
、
冷
泉
家
邸
宅
の
東
隣
に
山
科
家
の
屋
敷
が
あ
り
、
西
隣
は
藤
谷
家
で
あ
っ
た
。

先
述
の
藤
谷
為
賢
の
子
が
山
科
家
の
養
子
と
な
っ
て
山
科
言
行
（
一
六
三
二
～
一
六
六
五
）
と
称
し
た
が
、

言
行
は
早
世
し
て
い
る
の
で
、
こ
の
手
紙
の
差
出
人
山
科
三
位
は
そ
の
息
子
の
持
言
（
一
六
五
七
～

一
七
三
七
）
か
と
思
わ
れ
る
。
入
江
相
尚
・
山
科
持
言
・
冷
泉
為
綱
は
い
と
こ
関
係
に
あ
っ
た
よ
う
で
あ

る
。
伊
達
弾
正
は
三
代
宗
親
と
思
わ
れ
る
。
追
而
書
に
冷
泉
治
部
卿
（
為
綱
）・
慶
寿
院
殿
の
消
息
が
記

さ
れ
て
お
り
、
い
と
こ
で
あ
る
於
妻
姫
に
対
し
て
、
実
家
の
母
・
弟
の
息
災
振
り
が
伝
わ
る
よ
う
に
と
心

配
っ
た
も
の
と
思
わ
れ
る
。

　

こ
れ
ら
の
手
紙
に
よ
っ
て
冷
泉
家
と
岩
出
山
伊
達
家
の
縁
組
が
、
双
方
の
親
戚
を
含
め
て
広
く
交
際
の

輪
が
広
が
っ
て
い
た
こ
と
が
窺
わ
れ
る
。

　

村
泰
の
没
後
も
冷
泉
家
と
の
親
戚
づ
き
あ
い
は
欠
か
す
こ
と
な
く
続
い
て
い
た
よ
う
で
あ
る
。
五
代
村

緝
が
若
く
し
て
亡
く
な
っ
た
後
の
岩
出
山
伊
達
家
の
家
政
は
十
歳
で
家
督
を
継
い
だ
六
代
村
通

（
一
七
二
八
～
一
七
八
三
）
の
後
見
人
と
な
っ
た
叔
父
の
村
敏
（
川
崎
伊
達
家
）
と
、
村
通
の
母
聯
珠
院

（
角
田-

石
川
村
弘
の
娘
）
が
支
え
て
い
た
。
冷
泉
家
と
の
交
際
も
、
年
末
年
始
の
挨
拶
と
進
物
、
春
の
御

祝
儀
、
夏
の
贈
り
物
等
々
、
聯
珠
院
が
手
配
を
行
っ
て
い
た
の
で
は
な
い
か
と
推
察
す
る
。
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図 （　京都絵図『冷泉家』パンフレットより
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資
料
⑫
　「
冷
泉
家
家
司
宛
進
物
覚
」

　
　
　

お
ほ
へ

　

一
宰
相
さ
ま
へ　

御
た
る
代　
　

五
十
ひ
き

　

一
右
御
れ
ん
中
さ
ま
へ
お
な
し
く
三
十
ひ
き

　

一
侍
従
さ
ま
へ　

お
な
し
く　
　

三
十
ひ
き

　

一
大
納
言
さ
ま
へ
お
な
し
く　
　

百
ひ
き

　

一
清
松
ゐ
ん
さ
ま
へ
お
な
し
く　

二
十
ひ
き

　
　
　

右
ハ
内
蔵
殿
よ
り

　

一
宰
相
さ
ま
へ
お
な
し
く　
　
　

三
十
ひ
き

　

一
清
松
ゐ
ん
さ
ま
へ
お
な
し
く　

二
十
ひ
き

　
　
　

右
ハ
内
蔵
殿
奥
方
よ
り

　

一
宰
相
さ
ま
へ
お
な
し
く　
　
　

三
十
ひ
き

　

一
清
松
ゐ
ん
さ
ま
へ
お
な
し
く　

二
十
ひ
き

　
　

右
ハ
れ
ん
珠
ゐ
ん
方
よ
り

　
　

�

右
の
通
り
春
の
御
祝
儀
被
進
候
、
御
ミ
そ
ろ
へ
よ
ろ
し
く
御
ひ
ろ
う
な
さ
ら
れ
下
さ
れ
ま
い
ら
せ

候
、
相
違
も
御
さ
候
ハ
ヽ
お
ひ

く
仰
下
さ
れ
ま
い
ら
せ
候
、
以
上

　
　

く（

寛

延

）

わ
ん
ゑ
ん
二
年
（
一
七
四
九
）�

高
津

　
　
　
　
　

四
月
十
五
日�

冨
た

　
　

中
川

　
　
　

清
起
さ
ま�
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尾
崎
さ
ま�

　
　
　
　
　

御
ひ
ろ
う

（
有
備
館
襖
下
張
文
書
）

　

寛
延
二
年
（
一
七
四
九
）
の
書
状
控
で
あ
る
。
内
蔵
は
六
代
村
通
の
こ
と
を
指
す
。
れ
ん
珠
ゐ
ん
は
五

代
村
緝
夫
人
聯
珠
院
で
、
村
通
の
母
。
高
津
・
富
た
は
岩
出
山
伊
達
家
の
奥
女
中
と
思
わ
れ
る
。
中
川
清

起
・
尾
崎
は
冷
泉
家
家
司
。
宰
相
様
は
冷
泉
家
一
五
代
為
村
（
一
七
一
二
～
一
七
七
〇
）・
侍
従
様
は

一
六
代
為
泰
（
一
七
三
五
～
一
八
一
六
）
と
思
わ
れ
る
。
春
の
祝
儀
と
し
て
そ
れ
ぞ
れ
に
御
た
る
代
が
贈

ら
れ
た
。
樽
代
（
た
る
し
ろ
）
は
御
祝
儀
と
し
て
酒
を
送
る
か
わ
り
に
包
む
金
銭
の
こ
と
で
、
銭
に
換
算

す
る
と
一
疋ひ

き

十
文
と
す
る
と
五
十
疋
は
五
百
文
で
、
合
計
三
百
三
十
疋
は
三
千
三
百
文
で
あ
る
か
ら
、
三

貫
三
百
文
が
春
の
御
祝
儀
と
し
て
冷
泉
家
に
贈
ら
れ
て
い
た
こ
と
に
な
る
。
次
は
こ
の
書
状
へ
の
返
書
と

思
わ
れ
る
書
状
で
あ
る
。

資
料
⑬
　「
尾
崎
よ
り
高
津
・
富
た
宛
書
状
」

　

�

こ
と
ふ
り
ま
い
ら
せ
候
へ
共
、
春
の
め
て
た
さ
申
あ
け
ま
い
ら
せ
候
、
い
よ

く
其
御
地
御
揃
遊
ハ
し

御
機
け
ん
も
よ
く
い
ら
せ
ら
れ
、
め
て
た
き
春
ニ
御
う
つ
り
あ
そ
ハ
し
候
ん
と
、
か
す

く
め
て
た
く

存
上
ま
い
ら
せ
候
、
こ
な
た
よ
り
も
御
揃
め
て
た
く
か
し
く
御
機
け
ん
も
よ
く
い
ら
せ
ら
れ
、
お
子
さ

ま
ニ
て
も
御
セ（

戓
）い

人
あ
そ
ハ
し
御

□（
欠
損
）

事
ニ
て
あ
ら
セ
ら
れ
、
御
心
や
す
く

□
上　

□
ま
つ

く
春
の
御
し（

祝
儀
）

う
き
と
仰
ら
れ
候
て
、
御
め
い

く
さ
ま
よ
り
御
品
い
た
ゝ
き
ま
い
ら
せ
候
、
忝
な
く

存
上
ま
い
ら
せ
候
、

□
よ
ろ
し
く

く
御
れ
い
よ
ろ
し
く
た
の
ミ
入
ま
い
ら
せ
候
、
め
て
た
く
か

し
く　
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高
津
さ
ま

　
　

富
た
さ
ま�

尾
崎

　
　
　

御
ひ
ろ
う

　

�

返

く
こ
な
た
よ
り
も
あ
ら

く
し
き
事
な
か
ら
い
わ
ゐ
ま
い
ら
せ
候
て
、
此
御
か
き
付
の
と（

通
り
）

を
り
、

あ
け
ま
い
ら
せ
候
度
そ
ん
し
ま
い
ら
せ
候
、
よ
ろ
し
く
御
ひ
ろ
う
た
の
ミ
入
ま
い
ら
せ
候
、
め
て
た
く

か
し
く�

（
有
備
館
襖
下
張
文
書
）

資
料
⑭
「
冷
泉
家
へ
の
御
進
物
覚
」

　
　
　

お
ほ
へ

　

一
大
な（

納
言
）

こ
ん
さ
ま
へ　
　
　

塩
か
も
壱
つ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

塩
引
壱
尺

　
　
　
　

右
ハ
大
丞
と
の
よ
り

　

一
大
な
こ
ん
さ
ま
へ　
　
　

塩
か
も
壱
つ

　
　
　
　

右
ハ
栄
寿
院
方
よ
り

　

一
大
（
な
）
こ
ん
さ
ま
へ　

塩
か
も
壱
つ

　
　
　
　

右
ハ
大
丞
と
の
内
室
よ
り

　　

一
葛
粉　
　
　
　

壱
箱

　

一
氷
豆
腐　
　
　

壱
箱

　
　

右�

ハ
中
川
右
内
殿
・
福
岡
主
税
殿
江
大
丞
と
の
・
栄
寿
院
方
よ
り
右
の
と
お
り
、
進
セ
ら
れ
候
ま
し
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御
見
そ
ろ
へ
よ
ろ
し
く
御
ひ
ろ
う
下
さ
れ
候
へ
く
候
、
若
相
違
も
御
座
候
ハ
ヽ
追
々
仰
下
さ
れ
候

へ
く
候
、
以
上

　
　

正
月
十
五
日�

濱
路

　
　

�

中
川�

長
野

　
　
　

右
内
さ
ま�

　
　
　

福
を（

岡
）か�

　
　
　
　

主
税
さ
ま

（
有
備
館
襖
下
張
文
書
）

　

大
丞
は
岩
出
山
伊
達
家
七
代
（
一
七
六
四
～
一
八
〇
一
）
村
則
。
栄
寿
院
は
六
代
村
通
の
夫
人
で
村
則

の
母
。
濱
路
・
長
野
は
岩
出
山
伊
達
家
の
奥
方
付
の
女
中
と
思
わ
れ
る
。
中
川
右
内
・
福
岡
主
税
は
冷
泉

家
の
家
司
。
資
料
⑫
、
⑭
の
二
通
は
岩
出
山
伊
達
家
か
ら
冷
泉
家
に
贈
ら
れ
た
御
進
物
の
送
り
状
の
控
で

あ
る
。
進
物
は
、
当
主
や
奥
方
の
意
を
受
け
て
伊
達
家
の
大
番
頭
か
小
性
頭
が
手
配
を
し
て
い
た
よ
う
で

あ
る
。
岩
淵
家
文
書（

（
（

に
よ
る
と
、
京
都
へ
贈
る
進
物
に
添
え
る
遣
い
状
は
御
局
（
奥
女
中
）
の
名
前
で
月

番
が
書
い
て
、
大
番
頭
か
小
性
頭
が
確
認
し
て
送
り
届
け
て
い
た
と
あ
る
。
前
二
通
の
手
紙
は
奥
女
中
の

名
前
で
月
番
、
あ
る
い
は
大
番
頭
な
ど
が
書
い
て
進
物
に
添
え
て
送
る
手
配
を
し
た
の
か
も
し
れ
な
い
。

御
進
物
は
定
番
の
塩
漬
け
の
鴨
、
鮭
の
塩
引
き
だ
っ
た
よ
う
だ
が
、
家
司
に
は
葛
粉
・
氷
豆
腐
が
一
箱
ず

つ
贈
ら
れ
た
。
現
在
の
岩
出
山
の
特
産
品
の
凍し

み

豆
腐
は
、
齋
藤
庄
五
郎
が
幕
末
に
生
産
を
始
め
た
の
が
根

源
と
さ
れ
て
い
る
が（

（
（

、
こ
こ
で
冷
泉
家
に
贈
ら
れ
た
氷
豆
腐
は
庄
五
郎
の
開
発
以
前
で
あ
る
か
ら
、
現
在

の
凍
豆
腐
と
は
製
法
・
風
味
が
違
っ
て
い
た
か
も
し
れ
な
い
。

　

公
家
社
会
に
お
い
て
家
臣
は
家
司
と
呼
ば
れ
、
用
向
き
に
よ
っ
て
い
く
つ
か
の
職
種
に
分
か
れ
て
い

（
（
）�﹃
岩
出
山
町
史
文
書
資
料
第
八
集　

岩
出
山
伊
達
家
中
の
く

ら
し
（
一
）﹄「
岩
淵
家
文
書
」（
二
〇
〇
七　

大
崎
市
教
育

委
員
会
）

（
（
）
齋
藤
庄
弥
﹃
庄
五
郎
一
代
記
﹄
一
九
九
七
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た
。
手
紙
の
あ
て
先
の
「
中
川
」
は
冷
泉
家
の
家
司
の
な
か
で
も
数
代
に
わ
た
っ
て
仕
え
た
家
司
で
、
岩

出
山
と
の
や
り
と
り
は
中
川
氏
が
担
当
す
る
こ
と
が
多
か
っ
た
よ
う
で
あ
る
。
一
方
、
岩
出
山
で
は
、
歴

代
の
奥
女
中
の
中
に
は
京
都
か
ら
お
輿
入
れ
の
姫
の
伴
を
し
て
き
た
も
の
も
お
り
、
京
都
の
作
法
に
明
る

い
女
性
も
い
た
の
で
あ
ろ
う
。
次
の
手
紙
は
案
文
だ
が
、
筆
跡
は
前
資
料
の
長
野
と
は
明
ら
か
に
異
な
る

美
し
い
女
文
字
で
あ
る
。

資
料
⑮
　「
長
野
よ
り
安
藤
喜
内
宛
書
状
控
」（
写
真
7
、
8
）

　

�

初
春
の
御
め
て
度
さ
千
歳
も
同
し
御
事
に
い
ら
せ
ら
れ
参
ら
せ
候
、
ま
つ
ま
つ
年
明
参
ら
せ
候
て
も
、

余
寒
深
ふ
御
さ
候
得
共
、
其
御
程
に
お
か
せ
ら
れ
御
上
々
様
方
御
そ
ろ
ひ
被
遊
御
き
嫌
さ
ま
御
能
、
千

と
せ
の
松
に
移
ら
せ
ら
れ
、
千
世
萬
代
の
御
事
ふ
き
、
い
つ
年
よ
り
も
御
賑
々
敷
御
祝
あ
そ
ハ
し
候
御

事
と
い
か
程

く
御
目
出
度
さ
、
左
様
ニ
候
へ
は
御
年
々
の
こ
と
く
春
の
御
祝
義
、
仰
進
ら
れ
度

御
手
控
の
通
り
し
ん
せ
ら
れ
候
ま
ま
、
よ
ろ
敷
御
見
揃
御
ひ
ろ
う
仰
上
ら
れ
給
わ
り
候
様
ニ
御
願
被
成

参
ら
せ
候
、
塩
引
・
塩
か
も
旧
冬
よ
り
塩
ニ
仰
付
ら
れ
さ
し
お
か
れ
候
へ
共
、
日
ま
し
ニ
あ
た
ゝ
か
に

成
参
ら
せ
候
ま
ゝ
、
長
の
道
中
何
と
そ
御
ふ（

風
味
）

う
み
そ
こ
ね
不
申
、
其
御
程
さ
ま
に
て
登
付
、
御
ひ
ろ
う

給
わ
り
候
へ
か
し
と
、
そ
れ
の
み

く
御
願
被
成
参
ら
せ
候
、
め
て
度
か
し
く

　
　

正
月
十
一
日�

長
の

　
　

安
藤

　
　
　

喜
内
様

　
　
　
　

人
々

　

�

な
を

く
蓮
寿
院
さ
ま
よ
り
も
御
文
し
ん
せ
ら
れ
度
思
召
候
へ
共
、
御
老
体
の
御
事
に
御
さ
候
へ
ハ
、

写真 （　「長野より安藤喜内宛書状控」表
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旧
冬
よ
り
寒
気
ニ
御
こ
ま
り
な
さ
れ
、
御
ほ（

歩
行
）

か
う
も
御
な
り
か
ね
被
成
候
ま
ゝ
、
御
ふ
み
等
も
し
ん
せ

ら
れ
か
ね
、
御
ひ
（
と
）
し
ほ
御
残
念
ニ
思
し
め
し
参
ら
せ
候
、
右
之
た
ん
共
に
よ
ろ
し
く
仰
上
ら
れ

給
わ
り
候
様
ニ
お
た
の
ミ
な
さ
れ
参
ら
せ
候
、
尤
、
御
そ
れ
さ
ま
へ
も
御
そ
ま
つ
の
御
し
な
ニ
御
さ
候

へ
共
、
手
控
の
通
り
被
遣
候
ま
ゝ
、
御
祝
ニ
被
遣
候
や
う
ニ
御
い
わ
ゐ
被
下
候
、
い
よ

く
御
ま
ん
そ

く
よ
う
参
ら
せ
候
、
御
そ
れ
さ
ま
も
御
さ
わ
り
な
ふ
春
の
御
祝
義
御
賑
々
敷
仰
上
ら
れ
、
御
ゆ
る
め
き

御
さ
被
成
候
御
事
と
御
め
て
度
さ
一
段
の
御
事
ニ
思
召
候
、
こ
ゝ
元
ニ
お
か
せ
ら
れ
、
と
な
た
も
と
な

た
も
御
揃
御
き
嫌
よ
く
春
の
御
し
う
き
御
に
き

く
し
く
御
い
わ
ゐ
成
候
ま
ゝ
、
此
よ
し
も
よ
ろ
し
く

仰
上
ら
れ
被
下
可
候
、
何
も
何
も
御
め
て
度
さ
長
喜
お
い
お
い
申
上
参
ら
せ
候
め
て
度
、
か
し
く

（
有
備
館
襖
下
張
文
書
）

　

こ
の
手
紙
も
奥
女
中
の
長
野
か
ら
冷
泉
家
家
司
の
安
藤
喜
内
に
宛
て
た
手
紙
の
控
で
あ
る
。
春
の
祝
儀

と
し
て
塩
引
・
塩
鴨
を
送
る
に
あ
た
っ
て
の
添
状
で
、
年
が
明
け
て
日
増
し
に
暖
か
く
な
っ
て
来
た
こ
と

か
ら
風
味
が
損
な
わ
れ
な
い
か
、
心
配
し
て
い
る
様
子
が
読
み
取
れ
る
。
ま
た
年
老
い
た
蓮
寿
院
（
聯
珠

院
）
の
様
子
な
ど
も
伝
え
ら
れ
て
い
る
。

　

こ
の
後
も
親
密
な
親
戚
付
き
合
い
は
続
け
ら
れ
て
い
く
。
寄
贈
資
料
の
齋
藤
庄
五
郎
屋
文
書
中
に
は
冷

泉
家
十
六
代
の
為
泰
（
一
七
三
五
～
一
八
一
六
）
の
晩
年
の
文
書
が
多
く
見
ら
れ
る
。
こ
の
頃
の
冷
泉
家

は
、
宮
廷
で
和
歌
の
行
事
に
関
わ
る
家
と
し
て
、
全
国
に
門
人
を
持
つ
和
歌
の
師
範
家
と
し
て
、
安
定
し

た
地
位
を
保
ち
平
穏
な
時
代
を
過
ご
し
て
い
た
。

写真 （　「長野より安藤喜内宛書状控」裏
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資
料
⑯
　「
冷
泉
前
大
納
言
よ
り
伊
達
大
丞
宛
書
状
」（
写
真
9
）

　
　

�
秋
暑
難
去
候
、
弥
御
勇
健
愛
出
度
存
候
、
然
者　
　

清
鏡
院
殿
五
十
回
御
年
忌
ニ
付
、
乍
聊
香
儀
備

申
度
進
入
候
、
就
右
御
見
舞
申
入
度
、
此
菓
子
入
進
覧
候
也�

　

後
七
月
十
七
日�

冷
泉
前
大
納
言�

　

伊
達
大
丞
殿

　
　

尚
々
従
前
中
納
言
茂
同
備
候
、
何
分
宜
御
供
養
御
頼
入
存
候
也

　

手
紙
の
宛
先
伊
達
大
丞
は
七
代
村
則
の
こ
と
。
前
大
納
言
は
冷
泉
為
泰
、
前
中
納
言
は
息
子
の
為
章

（
十
七
代
、
一
七
五
二
～
一
八
二
二
）
と
思
わ
れ
る
。
清
鏡
院
の
五
十
回
忌
の
御
見
舞
と
あ
る
。
年
忌
法

要
に
香
儀
備
（
香
代
）
に
添
え
て
菓
子
を
贈
ら
れ
た
の
で
あ
ろ
う
。
こ
の
場
合
、
菓
子
は
京
菓
子
と
思
わ

れ
、
地
方
で
は
大
変
珍
し
い
菓
子
の
到
着
に
沸
き
か
え
っ
た
情
景
が
想
像
さ
れ
る
。

　

清
鏡
院
は
寛
延
元
年
（
一
七
四
八
）
に
没
し
て
い
る
の
で
、
五
十
回
年
忌
を
数
え
て
み
る
と
寛
政
九
年

（
一
七
九
七
）
に
あ
た
る
、「
後
の
七
月
」
は
閏
七
月
を
言
っ
て
お
り
、
こ
の
年
は
七
月
が
二
度
あ
っ
た
。

「
秋
暑
去
り
難
く
」
と
あ
る
が
、
旧
暦
で
は
七
月
八
月
九
月
が
秋
で
あ
っ
た
。
ち
な
み
に
春
は
一
月
二
月

三
月
で
、
年
賀
状
に
「
初
春
」・「
新
春
」・「
迎
春
」
な
ど
と
書
く
の
は
旧
暦
の
名
残
り
で
あ
る
。
夏
は
四

月
五
月
六
月
、
冬
は
十
月
十
一
月
十
二
月
で
あ
る
。

資
料
⑰
　「
冷
泉
入
道
前
大
納
言
よ
り
伊
達
内
蔵
宛
書
状
」

　

�

梅
雨
之
節
、
弥
御
揃
無
御
障
珍
重
存
候
、
然
者
今
度
始
而
御
文
通
申
、
目
出
祝
入
存
候
、
猶
御
互
に
幾

久
鋪
不
相
変
可
申
承
候
、
此
扇
麁
抹
之
品
ニ
候
得
共
祝
入
候
而
令
進
入
候
、
於
御
笑
納
者
不
浅
可
令
大

写真 （　「冷泉前大納言より伊達大丞宛書状」
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悦
候
、
一
歌
道
御
門
入
之
事
、
先
達
而
大
丞
殿
被
召
聞
候
行
衛
も
候
ニ
付
、
入
門
之
義
ハ
忝
御
深
志
之

義
千
萬
御
尤
之
事
と
存
候
、
勿
論
令
許
容
候
間
、
落
餝
之
事
為
御
歓
御
丁
寧
に
品
々
送
給
、
目
出
度
令

大
悦
候
、
就
夫
謝
詞
申
述
候
印
迄
ニ
此
盃
祝
候
而
入
進
覧
候
、
猶
清
松
院
と
の
、
栄
寿
院
と
の
江
も
宜

御
申
入
憑
入
存
候
也

　

五
月
廿
一
日�

冷
泉
入
道
前
大
納
言�

　

伊
達
内
蔵
殿

　

文
中
の
内
蔵
は
六
代
村
通
、
大
丞
殿
は
七
代
村
則
で
、
村
通
隠
居
後
村
則
の
治
世
下
と
思
わ
れ
る
。
冷

泉
入
道
前
大
納
言
は
十
六
代
為
泰
で
、
こ
の
手
紙
が
始
め
て
の
文
通
と
あ
る
。
落
飾
と
は
髪
を
剃
り
お
と

し
て
出
家
す
る
こ
と
で
、
為
泰
は
こ
の
後
「
入
道
」
の
名
称
を
使
用
し
て
い
る
。
そ
の
御
祝
儀
と
し
て
伊

達
家
に
扇
子
が
贈
ら
れ
た
こ
と
、
大
丞
殿
か
ら
歌
道
入
門
の
話
が
あ
っ
た
が
、
入
門
の
義
は
勿
論
許
可
を

す
る
こ
と
、
落
飾
に
際
し
い
ろ
い
ろ
贈
ら
れ
喜
ん
で
い
る
こ
と
、
な
ど
が
書
か
れ
て
い
る
。
手
紙
が
書
か

れ
た
時
期
は
為
泰
の
落
飾
の
年
と
し
て
、
寛
政
十
一
年
（
一
七
九
九
）
の
書
状
と
思
わ
れ
る
。

資
料
⑱
　
冷
泉
入
道
前
大
納
言
よ
り
伊
達
内
蔵
宛
書
状
」

　

�

弥
御
揃
無
御
障
目
出
度
存
候
、
扨
者
年
々
例
春
可
及
御
答
候
所
、
彼
是
取
紛
等
ニ
而
心
外
之
不
沙
汰
候
、

今
度
早
々
補
御
祝
義
申
入
度
、
不
相
替
扇
壱
箱
宛
愛
出
度
令
進
入
候
、
当
家
打
揃
無
事
候
、
御
安
慮
可

給
候
、
入
道
義
春
爰
ニ
及
八
十
歳
纏
老
衰
、
物
忘
等
甚
万
端
事
違
候
、
乍
併
格
別
之
所
労
も
無
之
候
得

共
季
候
之
移
候
節
ハ
誠
ニ
病
者
同
事
之
義
ニ
候
、
食
事
な
と
ハ
何
之
子
細
無
之
候
得
共
、
老
年
ヲ
お
も
へ

唯
何
事
も
難
信
、
心
底
う
と
う
と
と
月
日
を
送
り
申
候
、
乍
併
眼
気
ハ
う（

疎

）

と
き
な
か
ら
ま
た
し
も
に

候
、
耳
は
遠
く
相
成
、
歯
も
数
落
候
て
老
之
し
る
し
と
も
そ
ろ
ひ
申
候
、
常
々
座
而
己
ニ
暮
候
故
か
歩
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行
な
と
は
不
自
由
之
方
ニ
候
、
折
ニ
ふ
れ
他
行
も
い
た
し
見
候
が
、
居
さ
し
と
申
や
う
な
る
砌
か
と
存

候
は
ゝ
、
呉
々
心
外
之
不
沙
汰
之
段
御
用
捨
た
ま
ハ
る
へ
く
候
也

　

九
月
吉
日�

冷（

為

泰

）

泉
入
道
前
大
納
言

　
　

伊
達
内
蔵
殿

　

内
蔵
は
八
代
宗
秩
（
一
七
八
四
～
一
八
四
六
）
と
思
わ
れ
る
。
入
道
前
大
納
言
は
冷
泉
為
泰
。
例
年
の

新
年
の
挨
拶
の
返
答
を
取
り
紛
れ
怠
っ
て
し
ま
っ
た
こ
と
の
詫
び
状
で
、
御
祝
儀
と
し
て
扇
一
箱
が
贈
ら

れ
た
。
文
中
に
八
十
歳
と
あ
り
、
か
な
り
衰
え
が
顕
著
な
様
子
。
老
衰
・
物
忘
れ
が
甚
だ
し
く
、
歩
行
も

不
自
由
の
方
と
の
こ
と
、
為
泰
の
没
年
の
前
年
文
化
十
一
（
一
八
一
四
）
年
の
書
状
か
、
と
思
わ
れ
る
。

こ
の
時
代
の
冷
泉
家
で
八
十
歳
を
超
え
た
当
主
は
十
六
代
の
為
泰
の
み
の
よ
う
で
あ
る
。　

　

こ
れ
ま
で
の
資
料
に
よ
っ
て
明
ら
か
な
よ
う
に
、
岩
出
山
伊
達
家
で
は
毎
年
春
や
年
末
の
挨
拶
を
取
り

交
わ
す
の
が
慣
例
と
な
っ
て
い
た
。
特
に
年
末
に
は
鮭
・
鮎
な
ど
の
お
歳
暮
は
欠
か
さ
ず
贈
ら
れ
て
い
た

よ
う
で
あ
る
。
こ
れ
ま
で
見
て
来
た
通
り
、
鮭
の
塩
引
き
・
焼
き
鮎
な
ど
が
定
番
と
い
っ
た
と
こ
ろ
。
元

禄
三
年
に
は
冷
泉
家
に
贈
ら
れ
た
白
鳥
の
煮
物
が
仙
洞
御
所
に
住
ま
い
す
る
霊
元
上
皇
の
も
と
に
も
届
け

ら
れ
た
記
録（

（（
（

も
あ
る
。
次
に
冷
泉
家
書
状
か
ら
、
伊
達
家
が
贈
っ
た
御
進
物
の
代
表
的
な
も
の
、
変
わ
り

種
を
紹
介
す
る
。

五
　
御
進
物
に
見
る
仙
台
藩
の
名
品
・
特
産

資
料
⑲
　「
鴨
・
鮭
塩
引
き
」

　

�

改
年
之
御
慶
、
御
同
事
愛
度
存
候
、
弥
御
揃
御
勇
健
御
出
越
年
珍
重
存
候
、
為
御
祝
儀
不
相
変
鴨
并
鮭

（
（0
）�﹃
岩
出
山
町
史
文
書
資
料
第
四
集　

岩
出
山
伊
達
家
文
書

（
一
）﹄（
岩
出
山
町
教
育
委
員
会
）
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塩
引
送
給
、
幾
久
鋪
と
祝
入
令
大
悦
候
、
此
扇
子
祝
之
印
迄
ニ
入
笑
覧
候
、
萬
々
以
後
便
可
申
承
、
及

答
礼
候
也�

　

吉
月
吉
日�

冷
泉
入
道
前
大
納
言　
　

　
　

伊
達
大
丞
殿

　
　
　
　
　
　

回
復

　

年
始
の
挨
拶
状
で
あ
る
。
岩
出
山
伊
達
家
か
ら
ご
祝
儀
と
し
て
、
鴨
と
鮭
の
塩
引
き
が
贈
ら
れ
た
。
東

北
地
方
は
鮭
の
良
好
な
漁
場
が
多
く
、
仙
台
藩
で
も
江
戸
時
代
の
贈
答
品
と
し
て
定
番
で
あ
っ
た
。
岩
出

山
伊
達
家
で
も
冷
泉
家
に
対
し
、
年
末
年
始
の
贈
り
物
と
し
て
毎
年
贈
っ
て
い
た
。
そ
し
て
冷
泉
家
か
ら

の
お
返
し
は
い
つ
も
扇
子
で
あ
っ
た
。
公
家
社
会
で
は
、
あ
い
さ
つ
が
て
ら
の
ご
祝
儀
の
品
と
し
て
扇
子

を
贈
る
こ
と
が
通
例
で
、
扇
子
代
と
し
て
金
銭
を
贈
る
こ
と
も
あ
っ
た（

（（
（

と
の
こ
と
。
手
紙
の
差
出
人
冷
泉

入
道
前
大
納
言
は
十
六
代
為
泰
で
、
大
丞
は
岩
出
山
伊
達
家
七
代
村
則
で
あ
る
。

　

仙
台
藩
名
産
の
進
物
の
代
表
例
と
い
え
ば
資
料
⑥
に
も
見
え
る
「
子こ

ご
も
り
ざ
け

籠
鮭
」
で
仙
台
藩
名
産
の
ひ
と
つ

で
、
伊
達
政
宗
も
参
勤
交
代
で
江
戸
に
出
て
行
っ
た
時
に
は
幕
府
や
他
の
大
名
へ
の
進
物
と
し
て
使
用
し

た
。

資
料
⑳
　「
萩
松
の
軸
の
筆
」

　

�

此
度
詠
藻
之
御
便
ニ
候
、
御
国
産
萩
松
之
軸
之
筆
送
給
、
誠
御
深
志
之
義
不
浅
令
大
悦
候
、
先
年
も
預

御
恵
相
用
候
所
、
甚
や
ハ
ら
か
に
て
重
畳
令
大
悦
候
、
又
候
御
送
猶
々
厚
忝
、
猶
相
用
候
ハ
ん
と
悦
入

存
候
也

　

十
二
月
十
三
日�

冷
泉
入
道
前
大
納
言�

（
（（
）「
冷
泉
家
時
雨
亭
文
庫
」
の
ご
教
示
に
よ
る
。



第
一
部　

第
3
章　

書
状
に
見
る
岩
出
山
伊
達
家
と
京
都
冷
泉
家
の
交
際

73

写真 （0　冷泉家に伝わる「壺胡簶」（公益財団法人冷泉家時雨亭文庫所蔵）

　

伊
達
内
蔵
殿

　

内
蔵
は
岩
出
山
伊
達
家
当
主
の
隠
居
後
の
名
称
。
入
道
前
大
納
言
は
冷
泉
家
十
五
代
当
主
為
泰
の
こ

と
。
為
泰
は
落
飾
後
入
道
と
名
乗
っ
て
い
る
。
伊
達
家
か
ら
国
産
の
萩
・
松
の
軸
の
筆
を
贈
ら
れ
た
こ
と

へ
の
御
礼
。
以
前
に
も
同
様
の
筆
が
贈
ら
れ
た
よ
う
で
、「
甚
だ
柔
ら
か
に
て
」
と
の
感
想
が
あ
る
。

　

江
戸
時
代
、
仙
台
藩
産
の
筆
は
全
国
に
知
ら
れ
た
名
産
品
で
あ
っ
た
。
も
と
は
伊
達
政
宗
が
上
方
か
ら

筆
職
人
を
招
い
て
技
術
を
導
入
し
て
藩
領
に
広
め
た
も
の
と
言
わ
れ
て
お
り
、
仙
台
の
連
坊
小
路
・
三
百

人
町
を
中
心
に
多
く
の
筆
店
が
軒
を
並
べ
て
栄
え
た
。
そ
の
筆
に
は
、
軸
に
用
い
た
植
物
に
よ
っ
て
、
萩

筆
・
蓼た

で

筆
・
松
筆
・
葦
筆
・
薄
筆
が
あ
り
、
五
色
筆
と
し
て
知
ら
れ
て
い
た
。

資
料
㉑
　「
鷲
の
羽
」

　

�

序
ゆ
へ
申
試
候
、
先
年
矢
之
羽
に
用
ひ
と
て
鷲
之
羽
御
所
望
申
、
其
節
申
受
候
而
壷
胡
籙
之
矢
ニ
相

調
、
唯
今
ニ
所
持
、
毎
度
公
事
参
役
之
節
相
用
候
、
平
胡
籙
ハ
未
所
持
無
之
候
、
何
卒
と
心
掛
候
得

共
、
鷲
之
羽
当
地
な
と
ニ
て
ハ
難
調
候
、
先
年
恵
給
候
事
候
得
者
何
卒
御
所
望
申
度
候
、
壷
胡
籙
矢
数

共
合
二
十
本
ニ
候
、
羽
ハ
二
羽
ニ
て
候
得
共
羽
数
不
少
候
、
自
先
達
申
試
度
存
な
が
ら
彼
是
無
其
儀
候
、

今
度
書
中
申
入
候
ニ
付
被
出
申
試
候
、
於
御
同
意
者
忝
存
へ
く
候
、
先
年
之
矢
之
羽
格
別
之
義
毎
々
参

役
之
節
人
々
噂
も
有
之
候
程
之
事
ニ
而
大
悦
い
た
し
奉
候
故
、
何
卒
右
之
羽
御
同
心
ハ
□
給
下
候
、

永
々
所
持
之
品
ニ
相
成
忝
存
へ
く
と
先
申
試
候
也�

�

　
（
以
下
欠
）

　

後
半
が
切
れ
て
い
る
の
で
、
差
出
人
は
不
明
で
あ
る
が
、
筆
跡
な
ど
か
ら
冷
泉
為
泰
の
手
紙
と
思
わ
れ

る
。
胡
簶
（
や
な
ぐ
い
）
に
入
れ
る
矢
の
羽
に
用
い
る
鷲
の
羽
根
を
所
望
し
た
い
と
の
依
頼
で
あ
る
。
胡



74

簶
と
は
矢
を
入
れ
る
筒
状
の
容
器
の
こ
と
で
、
そ
の
形
か
ら
平
胡
簶
（
ひ
ら
や
な
ぐ
い
）
と
壺
胡
簶
（
つ

ぼ
や
な
ぐ
い
）
が
あ
っ
た
。
冷
泉
家
で
は
、
過
去
に
岩
出
山
か
ら
贈
ら
れ
た
鷲
の
羽
を
用
い
て
壺
胡
簶
の

矢
に
拵
え
、
公
事
参
役
の
度
に
用
い
た
と
こ
ろ
人
々
の
噂
に
も
な
っ
た
、
と
あ
る
。
平
胡
簶
は
ま
だ
所
持

し
て
い
な
い
の
で
、
ぜ
ひ
こ
れ
に
用
い
た
い
と
の
こ
と
。
鷲
の
羽
は
仙
台
藩
の
特
産
と
は
言
え
な
い
が
、

古
来
、
奥
州
の
特
産
品
の
一
つ
。
仙
台
伊
達
家
に
も
鷲
の
羽
の
贈
答
品
が
あ
る
。
京
都
で
は
入
手
困
難

だ
っ
た
の
か
も
し
れ
な
い
。
写
真
（0
は
冷
泉
家
に
伝
わ
る
壺
胡
簶
で
あ
る
。

六
　
終
わ
り
に

　

岩
出
山
・
当
別
に
は
、
冷
泉
家
か
ら
贈
ら
れ
た
と
思
わ
れ
る
歌
書
・
歌
論
書
・
掛
物
・
詠
歌
色
紙
・
短

冊
・
書
状
な
ど
が
数
多
く
残
さ
れ
て
い
る
。
本
稿
で
は
そ
の
一
部
を
紹
介
し
な
が
ら
京
都
冷
泉
家
と
岩
出

山
伊
達
家
の
交
際
の
実
態
に
迫
ろ
う
と
考
え
、
ゆ
か
り
の
資
料
を
ま
ず
並
べ
直
す
と
こ
ろ
か
ら
始
め
て
み

た
。
書
状
の
一
点
一
点
ず
つ
の
内
容
を
検
討
し
て
い
く
と
、
書
い
た
人
、
受
け
取
り
人
の
姿
が
浮
か
ん
で

く
る
よ
う
な
思
い
が
し
た
。
歴
史
の
表
舞
台
に
は
決
し
て
登
場
し
な
い
が
、
冷
泉
家
を
支
え
て
き
た
慶
寿

院
や
岩
出
山
伊
達
家
を
支
え
た
聯
珠
院
の
存
在
を
知
る
こ
と
が
で
き
、
歴
史
の
陰
に
女
性
あ
り
を
実
感
し

た
。
婚
姻
に
よ
っ
て
繋
が
っ
た
縁
は
広
が
っ
て
い
き
、
た
く
さ
ん
の
輪
が
で
き
て
い
た
こ
と
も
知
る
こ
と

が
で
き
た
。
今
回
は
資
料
の
検
討
が
充
分
で
は
な
く
、
ま
た
取
り
上
げ
る
こ
と
の
で
き
な
か
っ
た
資
料
も

数
多
く
残
っ
た
。
今
後
へ
の
課
題
も
数
多
く
残
す
結
果
と
な
っ
た
が
、
ま
ず
は
書
状
に
登
場
し
た
多
く
の

人
々
を
紹
介
す
る
こ
と
は
で
き
た
よ
う
に
思
う
。

　

今
回
の
報
告
に
対
し
、
発
表
に
御
許
可
を
下
さ
っ
た
大
崎
市
教
育
委
員
会
（
文
化
財
課
）、
拙
い
論
考
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に
貴
重
な
御
指
導
を
賜
っ
た
「（
公
益
財
団
法
人
）
京
都
冷
泉
家
時
雨
亭
文
庫
」、
そ
の
ほ
か
資
料
の
提
供

や
種
々
の
ご
教
示
・
ご
指
導
を
頂
戴
し
た
次
の
皆
さ
ま
に
感
謝
申
し
上
げ
、
終
り
と
し
た
い
。

　

伊
達
宗
尚
、
伊
達
直
宗
、
須
江
充
宏
、
実
相
寺
菅
原
尚
堂
、
佐
藤
憲
一
、
齋
藤
庄
悦
、
佐
藤
と
き
（
敬

称
を
略
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
）

　

な
お
、
本
稿
中
資
料
の
解
読
文
は
岩
出
山
古
文
書
を
読
む
会
顧
問
の
高
橋
盛
氏
に
よ
る
も
の
で
、
翻

刻
・
書
き
下
し
は
菊
地
が
行
っ
た
。
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